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悪臭調査の一件一強度分布と濃度分布の

聞の相関性(第 4報)
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Studies of Malodors-一一一一一一Correlationbetween 

the Organoleptic and Chemianalytic Determination 

of the Odor around a Kraft Pulp Mill (百)
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1 samu TSUBOI， Toshiko 1 CHIKAWA， Tetsuo MURATE 

前置き

春日井市では，王子製紙(株)春日井[場周辺の環境行

政lこ資する目的で悪臭の喫覚強度と物?'I濃度について数

年来，随時l乙調査を実施し，その結果を報告している

筆者らは今年(昭和52年) も参加して 2月15日と 3月25

日の 2回にわたり調査を実施したので以下にその結果を

報告する。

調査の万法は 2回とも従前通りで，例えば強度測定班

のガスマスク着用 6点スケーノレ式強度の採用など前回
3)， 6) 

と同様である

2月15日の調査とその結果

調査中の気象状況は雪後曇で，風向・風速は表 1*1 

の如くであった。

表 1 気象要素

(春日片ム市役所，昭和52fT2月15日)

表 2 気象要素(現地，昭和52年 2月15日〕

也換 i時制 i風間|尿ユ邑

""， 
26 I 10 : 50 I j.ι'" 1 0目S

71 I 10 : 55 I rlIl' 

52 I 11 05 I会t..iID I 1.5 

58 I 11 : 10 I I 2.0 

53 I 11 ・131 まじ I 1.5 

72 I 11 : 1fi 0.5 

54 I 11 22 3.5 

ヲ3 I 11 : 28 0.0 

73 I 11 32 I 今 I2.0 

57 I 11 42 8.0 

コYレヲ渇

表 2は各地点における簡易型風向風速計(島津製)に

よる観測結果で，風向は，大体のと乙ろ，市役所における

それと一致しているが，風速については市役所との間に

差異が見られる。恐らく高度，地形，家屋などの影響の

現われであろう。

表 3 嘆覚強度調査結果(昭和52年 2月15日)
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申 環境工学研究所

** 春日井市公害分析センター

* 1 春日井市役所屋上，自記録型風向風速計(小笠原

計器製， A-157型)による観測結果

表 31乙嘆覚感能法による強度のilllJ定結果が示してある。

表中，メンバーA，Dなどのサフィックス 2， 3とか肩

の。とかは前回と同様に年令が20代， 30代であるとか

女性であるとかを意味し，地点l乙付記した数字26，58な

どはその番号である。地点 73と73'については前者の方
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が後者より 50m程度東側にあるが9ζ れらの両地点にお

ける測定仰を比較するとヲ 73の方が73'より一般に高く

なっていることが認められる。 ζれは 2地点間の測定時

刻のスレが数分;fj'度lこ過ぎずi奥党の疲労が充分に[111復し

ていなかったためであろうと忠われる。

今回の調査でも，前同と同様に嘆覚感能法による強度

のi¥lIJ定と並行し，ガスクロマトグラフ法による濃度の測

定を実施した71。 その結果は表 4の通りである。

表 4 悪臭濃度調査結果(昭和52年 2月15日〕
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(-) 定量限界以下

濃度を測定するには，各地点で悪臭を探取しが， こ

れを分析室へ持似ってガスクロマトクラフ法で分析すれ

ばよいが，サンフ。ル数が多いので全部を分析するのに半

日近くを要した申 30 悪臭採取班がはその作業のかた

わらI奥党強度の測定を併せ行なったので，表lとはその結

果(平均lu'[) も掲げであるが，唄党111の測定11(( (表 3) 

と慨して一致していることが見られる。なお，表の欄外

lこ採取班による気象要素の観測結果(まとめ)が記しで

ある。

表 4rtの採取班および表3の映覚班の強度を表 4中の
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図 1 強度と濃度の間の相関(昭和52年 2月15日)

濃度合計111'[と比較すると図 1の如くで，地点57および51

を除けば並行関係の存在することが認められる。 ただし，

図の横軸lこは地点31申5からの風下距離毎!こ地点を群まと

めにして示し，各群の下l乙代表値が記しである。なおョ

地点39は工場内の地点31から風上1kmの距離にあり，対

図 2 悪臭の強度分布 (昭和叫恥同

らに表 4r十1の採取班の強度がをつけて記しである。

調査r~，風l旬が北北東から北~"次いで北北白へと次第一

応変化しているので強度の分自曲線を描込む、 ζ とは容易

でないが，大体のところ， li削泉の/J11くになるのではなか

ろうかと考えられ9 風下の地点、53-73の線Liこ強度の極

大航が現われるように見える。地点57では強ばが窓外lこ

高いが，これは濃度が低いことと矛問し(1刈1 ， E't1 rtlか

明らかでなし、。 地点51についても同様であるー

3月25日の調査とその結果

2月15日と同様に調査を実施した。気象状侃(晴)およ

び調査結果はそれぞれ表 5，6および表 7，8の通りで

ある。

図 31こ探取班による強度〔表 8) および嘆党Elfの強度

(表 7)と濃度合計1[1'( (表 8)の間の相関が示しである。

図によると，悪央をガラス瓶IC採取して測定した場合の

地点52が濃度の異常に高い川を与えていることを除くと 9

他はほとんど強度と並行関係にあることが知られる。士出

* 2 カ、ラス瓶を使用し， 5分間以内に完了

* 3 詳細については3 総点検報告書(第3報9

昭50.12月)を参照のこと

* 4 3班出動，各班3名編成

* 5 工場内のクラフト 5 ・ 7号回収ボイラー用煙突の

位置(図 2，4参照)

キ 6 地点32は上質 1・2・9号回収ボイラー用煙突の位

置で，地点31の煙突と共lこ悪史発生源である(両者

間距離約0.5km) 
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点、 6 (春日井保健所前)は工場(地点32) の風上1.5km 

の距離にあり，対照として選定した場所である。

強度の分布状況は図 4の通りで，ほとんど西風であっ

たために恵臭は大部分が工場の東側に流れ，次第1とうすれ

ているようである。工場隣接の地点52では前回(2月15

臼)と同様に今岡も強度が高かったが，恐らく建屋漏洩

表 5 気象要素(春日井市役所，昭和52年3月25日〉

5
 

忌
一
耐

:
 

j
 

訊

盾
L
一
南
面

J

前

副

一

回

目

:
 

!
 

10: 30 I I 5.0 

10:40 I I 4.0 

10:50 I I 4.0 

11:00 1 I 4.5 

11: 3G 

日同
月日一山一

Jr

η
L
一一忠一

2

昭
一
且
白

地一割一泊

現
一
十
日

素一地一日

要象気表

1 I 10括!勾 I 3.0 

う|:::liT|::
3 I 10:崎 l ゐ I1.0 

4 I 10152 I ctt.也 I4.{I 

57 I 11・OgI I 2.0 

表 7 嘆覚強度調査結果(昭和52年 3月25日)
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(52固 2.15および 3.25調査)

分のf;0~ß~の現われであろう。

表4および表8から強度と濃度が共に測定されている

地点を抜書きすると表9が得られる。表中の( )内lこ

喚覚f)1，採取111あるいはカ、ラス)札テドラーバッグなど

の違いが示しである。

表 91こ従って強度(6点、スケ ル法)と濃度 (ppb)

を図上に目盛ると p 図5の立r1く，両者間lこ[直線関係

1 ~3 .76IogC+0園564

1 :強度， C: j濃度

の存在することが認められる。ただし，表 9の強度ある

いは濃度の測定f的中牢をつけた 4個を省き*'これら以

外の測定値については平均を用いるなど、の配慮が加わえ

られている。

まとめ

王子製紙(株)春日井工場周辺の環境プロフィノレを把

握するために，本年(昭和52年) 2月15日および 3月25

日の両日，悪臭の分命状況を調査した。

工場の風下 0.5~ 1.5km の範囲内に約20地点を選び3

これらの地点で唄党感能法により悪央の強度を追跡し，

同時に悪臭を採取，力、スク口 7 トグラフ法により濃度を

測定した。結果は下の通りであった。

1) T場からo.51an'程度に近い範問では，強度(6点

スケーノレ法)が 3前後の地点も見出されるが，工場

から1kmも離れると l前後に弱まる

2) 悪臭成分としては，疏化水素と疏化メチルが多いが，

この他lこメチルメルカブタンと二硫化メチルが検出

された。これらの濃度合言til!iは数ppb以下である

3) 強度と濃度Aの聞にWeber-Fechnerの法t!日の成立す

ることが認められた。

本 7 理由については図 1および図 3i'参照のこと
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